
















要約:日本全国の人口動態統計死産票と死亡票テープを用い、主要先天異常の頻度、中枢

神経異常の疫学的研究・双生児と先天異常の研究を行い次の結果を得た。

1979 年の全先天異常発生率は千出産あたり 3.5、また主要先天異常発生率を推定した。無

脳症発生率は 1969 年から 1977 年まで上昇、その後 1980 年まで横這い傾向にあるが、翌

年から減少に転じている。二分脊椎と先天性水頭症の発生率は年次と共に減少している。

先天性水頭症の発生率は男子の方が女子の値より高い。無脳症発生率は母年齢が 20 歳未

満で僅かに高い傾向にあるが、他の年齢では同程度であった。また無脳症発生率は出生順

位が第 2位で一番低く、出産順位が 3番目以降で上昇している。中枢神経異常で死産した

双生児の一致率は、無脳症が5.7%、二分脊椎が9.1%、先天性水頭症が 15%であった。1979

～1985 年における結合体双生児の発生率は、百万出産あたり 10 であった。また発生率は

出産順位と共に高くなっていた。


